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戸画、

所
長

手火

側コーセイ印刷

昭
和
六
三
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

昨
年
度
は
、

「
社
団
法
人
青
森
県
栽
培

漁
業
協
会
」
の
設
立
、
ひ
ら
め
を
「
県
の

魚
」
に
指
定
等
ま
さ
に
裁
措
漁
業
元
年
と

な
り
ま
し
た
。
乙
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で

当
所
で
は
新
規
一
一
事
業
を
実
施
す
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
説
明
し
ま

す
。

一
、
ウ
ニ
栽
培
漁
業
化
試
験

(
二
三
四

O
千
円
)

本
県
に
お
け
る
ケ
ニ
の
生
産
は
、
一
、

五
0
0ト
ン
前
後
で
全
国
四

t
六
位
を
占

め
、
県
内
各
地
で
は
、
稚
ク
ニ
の
移
殖
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
五
九
年
の
異
常
低
水
温

の
年
に
顕
著
に
現
わ
れ
た
よ
う
に
、
稚
ワ

ニ
の
量
と
餌
の
バ

ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
た
時

は
、
餌
粉
不
足
に
よ
る
身
入
り
の
不
良
や

コ
ン
ブ
の
食
害
を
引
き
起
し
ま
す
。

そ
こ
で
ク
ニ
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
の
ワ
ニ
移
殖
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く

り
を
目
指
し
、
ク

ニ
移
殖
事
業
宇
佐
行
っ
て

い
る
漁
協
の
事
例
解
析
、
モ
デ
ル
実
験
海

践
で
の
放
流
追
跡
調
査
及
び
餌
剃
海
藻
別

の
利
用
率
等
調
査
を
四
ヶ
年
計
画
で
行
い

ま
す
。

f愛

孝

山

二
、
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
生
産
試
験

(六

O
O千
円
)

本
県
に
お
け
る
ク
ロ
ソ
イ
の
生
産
は、

一

三
O
t
二
五

0
ト
ン
、
金
額
で

一
t
一
・
四

億
円
と
沿
岸
重
要
魚
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
栽
培
漁
業
協
会
宮
古

事
業
場
の
生
産
し
た
種
苗
が
県
内
各
地
に

放
流
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
海
の

一
部

海
域
で
放
流
効
果
の
兆
し
が
現
わ
れ
、
種

苗
に
対
す
る
ニ
1
ズ
が
高
ま
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、

宮
古
事
業
場
の
生
産
に
は
、

限
度
が
あ
り
、
全
面
的
に
依
存
す
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。

一
方
、
種
苗
生
産
技
術
を
分
析
し
て
み

る
と
現
状
で
は
、
生
産
歩
留
の
不
安
定
、

餌
斜
系
列
が
複
雑
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
、
本
県
の
環
境
に
あ
っ
た
種
苗

生
産
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
歩
留
の
安
定
、
餌
斜
系
列
の
単
純
伯
、

水
質
管
理
及
び
親
魚
養
成
方
法
の
検
討
を

三
ヶ
年
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
事
業
の
全
般
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
各
部
毎
に
紹
介
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。
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ト
ゲ
ク
リ
ガ
二
漁
獲
状
況

調
査
結
果
に
つ
い
て

出:;;D同~同~同~出~ 民:>:>民主Þ~民~民:$J$再三b 同:;;D 2 

今
回
は
、
昭
和
六
一
年
十

一
月
に
、
青

森
及
び
む
つ
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
を

通
じ
て
実
施
し
た
漁
獲
状
況
調
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

①

漁
獲
量
の
推
移
に
つ
い
て

過
去
七
年
間
の
漁
獲
量
を
図
l
に
一示
し

ま
し
た
(
昭
和
五
五
年
か
ら
五
九
年
ま

で
県
漁
政
課
調
査
)
。
む
つ
湾
に
お
け
る
本

種
の
漁
獲
量
は
、
六
七

t
一
一
0
ト
ン
の

聞
で
、
隔
年
に
よ
っ
て
変
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乙
れ
を
単
純
に
個
係
数
に
換
算

(
一
旬
当
た
り
四
個
依
)
し
た
場
合
、
な

ん
と
二
七
万
か
ら
四
四
万
個
体
が
、
む

つ
湾
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
乙
と
に
な
り
ま

す。
こ
の
七
年
間
の
漁
獲
量
の
合
計
と
、
各

組
合
毎
の
漁
獲
量
を
比
較
し
た
場
合
、
最

も
多
い
の
が
、
野
辺
地
町
漁
協
の
一
一六
・

二

%
、
つ
い
で
川
内
町
漁
協
の

一
九
・
一
一

%
、
=一
番
目
に
平
内
町
漁
協
の
一
六

・
九

%
と
な
り
、
乙
の
三
組
合
で
、
全
保
の
六

割
強
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、
西
湾
側
で
は
、

蟹
田
町
漁
協

・
蓬
田
村
漁
協
で
全
体
の

青森県水産増殖センターだより第43号

魚
類
部
技
師

主
ロ

田

秀

雄

一
0
・
四
%
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

⑧

月
別
の
漁
獲
状
況
に
つ
い
て

出
較
的
、
漁
獲
量
の
多
い
野
辺
地
町
漁
協

及
び
川
内
町
漁
協
の
月
別
の
漁
獲
状
況
を
図

2
に
示
し
ま
し
た
。
漁
獲
期
聞
は
、
十
一

月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
九
ヶ
月
間
と
意

外
に
長
期
間
に
わ
た
り
ま
す
。
し
か
し
、

サ
ク
ラ
ガ
ニ
と
い
う
愛
輔
が
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
漁
獲
ピ

1
ク
は
、
四
月
か
ら
五
月
に

か
け
て
あ
り
、
野
辺
地
町
漁
協
で
は
、
こ
の

時
期
に
全
保
の
五
割
強
の
漁
獲
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
西
湾
側
で
も
同
様
に
、
主
に

四
月
か
ら
五
月
に
漁
獲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

③ 

月
別
の
性
比
の

変
化
状
況
に
つ
い
て

野
辺
地

・
川
内

・
蟹
田
の
各
組
合
の
漁

獲
ガ
ニ
の
性
比
の
変
佑
状
況
を
図

3
に
一示

し
ま
し
た
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
漁
期
初
め

は
、
雄
の
割
合
が
高
く
、
漁
期
終
わ
り
に

雌
の
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。
漁
期
全
保

で
の
性
比
を
み
た
場
合
、
川
内
・
蟹
田
の

各
漁
協
は
、

雌
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、

.-、、
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戸「

約
六
五
%
を
占
め
ま
す
。
し
か
し
、
野
辺

地
町
漁
協
の
場
合
は
、
逆
に
雄
の
割
合
が
高

く
、
約
五
五
%
を
占
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
各
地
区
に
よ
っ
て
、
若
干

の
差
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

④ 

月
別
の
主
荷
銘
柄

変
化
状
況
に
つ
い
て

野
辺
地
・
川
内
の
両
組
合
の
月
別

・
出

荷
銘
柄
の
変
他
状
況
を
図
4
に
一示
し
ま
し

た。

出
荷
銘
柄
は、

組
合
に
よ
っ
て
規
格

が
異
な
る
た
め
、
図
の
下
に
示
し
た
規
格

を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

大
き
さ
の
変
化
を
全
体
的
に
み
た
場
合
、

漁
期
初
め
は
、
小
さ
い
個
体
が
多
く
漁
獲

さ
れ
、
漁
期
終
わ
り
に
大
き
い
個
俸
が
多

く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

身

人
り
の
良
く
な
い
水
ガ
ニ
の
漁
獲
状
況
は
、

野
辺
地
・
川
内
で
異
な
っ
た
パ
タ
ー
ン
を

示
め
し
、
野
辺
地
で
は
、

二
月
が
最
も
多

く
、
川
内
で
は
、
四
月
が
最
も
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

漁
期
全
体
で
の
水
ガ
ニ
の
占
め
る
割
合

は、

野
辺
地
は
、
四
八
%
に
も
及
び
川
内

は
、
一
八
%
で
し
た
。

調
査
結
果
か
ら

考

え

ら

れ
る

こ
と

以
上
、
簡
単
に
結
果
に
つ
い
て
記
し
ま

し
た
が
、
乙
れ
ら
の
乙
と
か
ら
次
の
こ
と

⑤ 

が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

第

一
に
、
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
資
源
は
現
状

で
は
、
ほ
ほ
横
ば
い
状
況
に
あ
る
乙
と。

第
二
に
、
漁
獲
さ
れ
る
カ
ニ
の
な
か
に

は
、
地
域
的
な
差
は
あ
る
も
の
の
、
水
ガ

ニ
も
多
い
乙
と
。

従
っ
て
、
こ
の
ト
ゲ
ク
ソ
ガ
ニ
資
源
を

有
効
に
情
用
す
る

一
つ
の
方
法
と
し
て
、

水
ガ
ニ
を
利
用
す
る
乙
と
が
重
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ζ

れ
ら
水
ガ
ニ
を
利
用
す
る

方
法
と
し
て
は
、
現
在
、
後
潟
・
野
辺
地
・

川
内
で
お
と
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
身
入
り

を
良
く
す
る
た
め
の
蓄
養
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、

直
接
的
に
は
、
水
ガ
ニ
の
利

用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
蟹
田
で
行
っ
て

い
る
よ
う
に
、
水
ガ
ニ
の
多
い
時
期
を
禁

漁
に
し
、

身
入
り
の
良

く
な
る
四
月
及
び
五
月

の
み
に
漁
獲
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
と
思
わ
れ

ま
す
。

今
回
は
、
調
査
票
に

詳
し
く
記
入
さ
れ
た
野

辺
地
・
川
内

・
蟹
田
の

各
組
合
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
て
み
ま
し
た

が
、
各
組
合
に
よ
っ
て

漁
獲
状
況
等
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
い

ま
し
て
、
湾
内
の
各
組

戸画、

合
で
、
地
先
の
漁
獲
状
況
、
水
ガ
ニ
の
出

現
状
況
等
を
把
握
し
、
各
地
先
に
応
じ
た

利
用
を
図
る
と
と
が
資
源
の
有
効
活
用
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

O
最

後

に

標
識
ガ
ニ

の
発
見
依
頼

ト
グ
ク
リ
ガ
ニ
の
湾
内
で
の
移
動
に
つ

い
て
調
査
す
る
た
め
、
図
5
に
一示
す
と
お

り
、
赤
色
タ
ッ
グ
を
つ
け
た
ト
グ
ク
ソ
ガ

ニ
を
昨
年
五
月
に
、
蟹
田
よ
り

一
六
八
個

依
放
流
し
て
お
り
ま
す
。

発
見
さ
れ
た
場
合
、
最
寄
り
の
普
及
所

か
、
当
セ
ン
タ
ー

へ
報
告
願
い
ま
す
。

(
現
在
ま
で
に
、
放
流
地
先
で
あ
る
鐙
田

で
三
個
体
の
報
告
が
き
て
お
り
ま
す
。
)

一〆
標識赤色アンカータグ

1主卜ー キ1m
T トー3cm→

トゲクリカJニの標識部位と標識図5



ヒ
ラ
メ
小
型
種
苗
の
低
塩
分
耐
性
に
つ
い
て

出~同~民主b民~回争民~出~回~同~民主Þo$出~同~ 4 

近
年
、
日
本
栽
培
漁
業
協
会
宮
古
事
業

場
お
よ
び
当
セ
ン
タ
ー
の
種
苗
を
用
い
、

ヒ
ラ
メ
の
中
間
育
成
が
県
内
各
地
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
時
期

・
場
所
に
よ
っ

て
は
河
川
水
の
影
響
を
受
け
た
甘
い
海
水

(
塩
分
濃
度
が
低
い
海
水
)
浄
便
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
参
考
と
し
て
小
型
の
中
間
育

成
の
対
象
と
な
る
ヒ
ラ
メ
(
全
長
三

O
t

λ
む

叩
サ
イ
ズ
)
が
ど
れ
く
ら
い
の
低

い
塩
分
に
耐
え
ら
れ
る
か
、
ヒ
ラ
メ
の
生

理
に
関
す
る
基
本
的
試
験
結
果
を
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。

青森県水産増殖センターだより第43号

方
法
と
材
料

飼
育
試
験
は
全
海
水

・
-
/
2
海
水

・

1
/
4
海
水

・
-
/
8
海
水

・
1
/
凶
海

水
・
全
淡
水
の
六
区
分
で
、
間
和
六

O
年

九
月
四
日
か
ら
九
月

一
八
日
ま
で
の

一
五

日
間
行
い
ま
し
た
。

水
槽
は
二

O
ot
パ
ン
ラ
イ
ト
水
糟
を

用
い
、
止
水
で
砂
を
用
い
た
循
環
強
過
方

式
を
採
用
し、

三
日
に

一
度
、
1
/
2
水

量
を
換
水
し
て
実
験
を
続
け
ま
し
た
。
供

魚
類
部
長

田

村

異

試
魚
は
平
均
全
長
四
二
聞
の
種
苗
を
そ
れ

ぞ
れ
三
一
三
尾

(
一
2m
当
り
一
五
尾
)
ず
つ

入
れ
て
、
そ
の
生
残

・
成
長
に
つ
い
て
経

過
を
観
察
し
ま
し
た
。
餌
は
毎
日
三
回
、

配
合
間
棋
を
飽
食
す
る
ま
で
与
え
ま
し
た
。

結

果

飼
育
試
験
結
果
は
表
l
の
と
お
り
で
、

l
/
8
海
水
以
上
の
濃
い
海
水
で
は
全
数

が
生
残
り
、

-
/
日
海
水
で

一
五
日
間
飼

育
で
も
三
一
尾
(
約
九
四
%
)
が
生
残
り
、

ヒ
ラ
メ
は
甘
い
海
水
に
も
比
較
的
強
い
乙

と
が
判
り
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
、
淡
水
だ
け
で
は
い
す
れ

ば
す
べ
て
死
亡
す
る
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
、

予
想
通
り
全
淡
水
区
で
の
供
試
魚
は
す
べ

て
死
亡
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
程

を
図
に
し
て
み
る
と
、
飼
育
開
始
か
ら
全

滅
ま
で
に
は

一
八
0
時
間
(
七

・
五
日
)

か
か
っ
て
お
り
、
当
初
思
っ
て
い
た
よ
り

全
滅
ま
で
の
時
聞
が
長
く
、
始
め
の
八
時

間
ぐ
ら
い
ま
で
は
三
三
尾
中
四
尾
の
死
亡

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
(
図

1
)

種
苗
の
状
閣
に
よ
り
、
い
つ
も
同
じ
結

果
が
得
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
ヒ

--、、

--、、

ラ
メ
の
比
較
的
甘
い
水
に
強
い
と
い
う
性

質
は
、
寄
生
虫
が
付
い
た
時
、
寄
生
虫
が

淡
水
に
弱
け
れ
ば
淡
水
浴
と
い
う
方
法
で

応
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
停
電
し
た

り
し
て
ポ
ン
プ
が
使
え
ず
、
海
水
が
手
近

に
使
え
な
い
場
合
、

一
t
二
時
間
な
ら
淡

水
で
の
代
用
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

塩
分
濃
度
毎
の
生
残
率
と

一
五
日
後
の

平
均
全
長
に
つ
い
て
、
図
2
に
示
し
て
あ

り
ま
す
。
試
験
開
始
時
の
全
長
は
ど
れ
も

同

一
サ
イ
ズ
だ
っ
た
の
で
、
試
験
終
了
時

の
全
長
の
差
は
、
す
な
わ
ち

一
五
日
間
の

飼
育
に
よ
る
成
長
差
を
示
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
で
み
る
と
、
1
/
2
海
水
が
最
も

成
長
が
良
く
、
乙
れ
よ
り
も
塩
分
が
高
く

て
も
低
く
て
も
程
度
の
差
は
あ
れ
、
成
長

通

-、、、. 
、
、、
‘ ‘ L 、
・、・、. 
ー.、.、、、、、、、、

、
、・ーョー-
一‘一一

30 

生
残 20

尾 10
数

o 100 200時間

園 l 全淡水区の時間どとの生残率
戸画、、

が
惑
い
こ
と
が
判
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
天
然
で
の
こ
の
サ
イ
ズ

の
ヒ
ラ
メ
が
河
川
の
影
響
の
あ
る
砂
質
の

ご
く
浅
い
海
域
で
、

イ
サ
ザ
(
ア
ミ
類
)

宇伊
捕
食
す
る
生
活
宇
佐
送
っ
て
い
る
乙
と
と

深
い
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

お

わ

り

に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
小
さ
い
サ

イ
ズ
の
ヒ
ラ
メ
は
比
較
的
甘
い
海
水
(
塩

分
濃
度
の
低
い
海
水
)
に
強
い
面
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
中
間
育
成
を
実

施
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
こ
の
性
質
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
少
し

で
も
生
残
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(TIITII) 

60全

50長

生残率(%) 

100 

50 生

残

率

，-.， 

10 20 30 
塩分

終了時の塩分に対する生残率と全長

45 
40μ 。

。

図2

果

~ぎ空 全海水 1/ 2海水 1/ 4海水 1/8海水 1/16海水 全淡 水
開始時全長(皿) 42 _15 42.15 42 _15 42 _15 42 _15 42 _15 
開始時尾数(尾) 33 33 33 33 33 33 
終了時全長(凹) 53.36 56.99 55 _15 49.51 49_64 

生終了時尾数 (尾) 33 33 33 33 31 。
残率(%) 100 100 100 100 93.9 。

平均水温 ('C) 21.4 21. 3 21 3 21.1 2L2 22.6※ 
平均塩分(鋭) 36.6 19.5 9_8 6.6 4.1 。※
※ 

結--月宣司表l

飼育9日目までの平均



青
森
県
に
お
け
る
沼
産
魚
の

魚
病
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

音

秀

雄

青森県水産増殖センターだより第43号

O
養
殖
の
現
状
に
つ
い
て

魚
病
は
、
主
に
給
餌
養
殖
す
る
場
合
、

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
南
の

県
で
、
ハ
マ
チ
・
マ
ダ
イ

・
ヒ
ラ
メ
等
が

さ
か
ん
に
養
殖
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
魚
病
に
つ
い
て
は
、
避
け
て
通
れ
な
い

の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

本
県
に
お
け
る
海
面
養
殖
は
、

主
に
陸

戸『、、

魚
類
部
技
師

.-、、
田

奥
楕
で
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
で
あ
り
、
そ

の
数
量
・
金
額
は
、
昭
和
六

一
年
の
場
合
、

全
体
の
九
八
%
及
び
九
九
%
を
占
め
て
お

り
ま
す
。
魚
類
で
は
、

ソ
イ

・
ヒ
ラ
メ
が

養
殖
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
数
量

・

金
額
は
、
全
保
か
ら
み
る
と
極
め
て
少
な

い
現
状
で
す
。

し
か
し
、

本
県
の
場
合
、
ヒ
ラ
メ
・
ク

ロ
ソ
イ
等
、
中
間
育
成
す
る
漁
協
が
年
々

5 需討《言回需主回《主同信言回d主回告知需主回<$同妥言回<:s:回d言回d喜岡

リ
ン
ホ
シ
ス
チ
ス
病

2. 

戸h、、

増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
魚
病
の
発
生

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

O
発
生
す
る
魚
病
に
つ
い
て

(ヒ
ラ
メ
)

①

リ
ン
ホ
シ
ス
チ
ス
病
(
写
真

1
)

ワ
イ
ル
ス
性
の
疾
病
で
あ
り
、
体
表
や

鰭
な
ど
不
特
定
の
場
所
に
水
泡
様
の
腫
療
が

散
在
的
に
現
わ
れ
る
症
状
を
一示
し
ま
す
。

し
か
し
、
乙
の
疾
病
は
、
外
観
的
に
は
醜

悪
な
症
状
を
一示
し
ま
す
が
、
通
常
、
数
ヶ

月
内
に
、
病
患
部
が
脱
落
治
癒
し
、

こ
れ

が
原
因
で
死
に
至
る
の
は
、
殆
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

戸画、
②

滑

走
細
菌
症

中
間
育
成
時
に
多
く
み
ら
れ
る
細
菌
性

疾
病
で
、
口
ぐ
さ
れ
や
鰭
ぐ
さ
れ
の
症
状

を
一示
す
も
の
と
、
脱
ぐ
さ
れ
の
症
状
を
一示

す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
疾
病
は
、

主

に
高
水
混
期
に
み
ら
れ
、
不
潔
な
水
槽
で

多
く
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③

寄

生
虫
症
(
写
真

2
)

寄
生
虫
が
体
表
や
脚
に
寄
生
す
る
乙
と

に
よ
っ
て
お
乙
る
疾
病
で
、
寄
生
す
る
乙

と
に
よ
っ
て
魚
俸
に
刺
激
を
与
え
、
粘
液

を
異
常
に
分
泌
さ
せ
、
患
部
炎
症
を
形
成

し
、
他
の
病
原
体
の
侵
入
門
戸
を
つ
く
っ

た
り
、
血
液

・
組
織
等
、
栄
養
分
を
摂
取

し
魚
体
を
弱
ら
せ
た
り
し
ま
す
。

④

そ

の

他

現
在
の
と
こ
ろ
特
定
の
病
原
細
菌
が
分

離
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
穴
あ
者
病

(
写
真
3
)
が
あ
り
ま
す
が
、
本
県
で
も

み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
乙
れ
は
、
体
表
の

鱗
が
脱
落
し
て
真
皮
が
露
出
し
、
そ
の
後
、

真
皮
も
破
れ
て
筋
肉
が
露
出
し
、
患
部
が

拡
大
す
る
症
状
を
一京
し
ま
す
。

O
魚
病
対
策
に
つ
い
て

リ
ン
ホ
シ
ス
チ
ス
病
:
:
:
病
魚
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
他
学
療
法
剤
で
の
治
療
は
不

可
能
で
す
。
し
か
し
、

乙
の
病
気
の
伝
染

(。寄
生
虫
症
(
ト
リ
コ
デ
ィ
ナ
)

2. 

寄
生
虫
症
(
グ
ナ
チ
ア
)

2. 

寄

生

虫

症

〈

ミ

ク

ロ

コ

チ

レ

)

み

穴

ア

キ

病

写
真
撮
影
魚
病
指
導
総
合
セ
ン
タ
ー

吉
田

由
孝
技
師
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源
は
、
病
魚
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ

れ
る
乙
と
か
ら
、
病
魚
の
隔
離
等
の
処
箇

を
講
じ
、
他
の
魚
へ
の
感
染
を
防
ぐ
対
策

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

滑
走
細
菌
症

ニ
フ
ル
ス
チ
レ
ン
殴

ナ
ト
リ
ワ
ム
に
よ
る
薬
浴
、
及
び
塩
酸
オ

キ
シ
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
に
よ
る
薬
俗
ま

た
は
経
口
投
与
が
治
療
効
果
が
あ
り
ま
す
。

寄

生

虫

症

本
症
の
場
合
、
寄
生
虫

の
種
類
に
よ
っ
て
、
濃
厚
塩
水
浴

・
淡
水

浴
・
ホ
ル
マ
リ
ン
浴
等
に
よ
り
、
寄
生
虫

を
お
と
す
乙
と
が
で
き
ま
す
。
濃
度

・
薬

浴
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
病
魚
の
大
き
さ

・

飼
育
水
温
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

予
備
的
に
試
験
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

穴

ア

キ

病

発
病
初
期
で
あ
れ
ば
、

ホ
ル
マ
リ
ン

・
マ
ラ
カ
イ
ト
グ
リ
ン

・
フ

ラ
ン
剤
等
の
他
学
物
質
の
海
水
浴
液
中
で
の

薬
浴
が
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
重
症
個
俸
に

は
効
果
が
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
簡
飴
に
青
森
県
内
で
見
ら
れ
る
魚

病
と
対
策
を
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

あ
く
ま
で
も
対
症
療
法
で
あ
り
、
大
切
な

乙
と
は
病
気
を
出
さ
な
い
よ
う
な
飼
育
を

す
る
乙
と
で
す
。

ヒ
ラ
メ
の
中
間
育
成
施
設
は
、
殆
ん
ど

が
漁
協
の
病
魚
出
荷
用
の
の
水
柿
聞
が
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
乙
れ
は
本
来
、
給
餌
飼

育
用
の
も
の
で
は
な
い
た
め
、
氷
の
交
換

が
悪
か
っ
た
り
、
飼
育
水
の
取
水
口
が
、

青森県水産増殖センタ ーだより第43号

港
内
の
奥
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
魚
病
の
発
生
す
る
施
設
は
、
飼
育
環

境
面
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
飼
育
技
術
面
に
お
い
て
も
、
稚

魚
宇
佐
過
密
に
飼
育
し
て
い
た
り
、
排
せ
っ

物
、
へ
い
死
魚
の
取
除
き
が
不
適
切
で
あ

る
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

魚
病
に
よ
り
、
〈
、
い
死
魚
が
出
た
場
合

は、

早
い
時
期
に
へ
い
死
魚
の
取
除
き

(
細
菌
性
の
場
合
、
こ
れ
ら
、
へ
い
死
魚

か
ら
多
く
の
病
原
細
菌
が
放
出
さ
れ
る
。)

を
行
う
。
健
康
な
魚
は
、
別
の
水
僧
へ
移

し
、
感
染
を
防
止
す
る
。
飼
育
に
使
用
す

る
器
具
類
は
、
魚
病
用
の
も
の
と
一
般
飼

育
用
の
も
の
と
分
離
す
る
。
魚
を
選
別
す

る
場
合
、
霞
初
に
健
康
魚
を
行
い
、
E
E
後

に
病
魚
を
行
う
等
の
注
意
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。O

日夜

後

魚
が
病
気
に
躍
る
場
合
、

一
般
に
魚
が

弱
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
(
絶
対
病
原
菌

の
よ
う
な
例
外
も
あ
り
ま
す
。
)
従
っ
て
、

そ
の
殆
ん
ど
が
、
飼
育
環
境
を
改
善
し
、

飼
育
技
術
を
向
上
す
る
努
力
を
し
、
健
康

な
魚
を
育
て
る
こ
と
が
、
魚
病
の
発
生
を

防
止
す
る
有
効
な
手
段
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
魚
病
が
発
生
し
、
水
産
用
医
薬

品
を
使
用
す
る
場
合
、
薬
剤
が
病
原
体
に

対
し
て
効
果
を
有
す
る
乙
と
が
必
要
で
す
。

戸画、

，.-..， 

せ
っ
か
く
高
価
な
薬
品
を
使
用
し
て
も
、

効
果
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
効
果
の
あ
る
薬
剤
で
も
、

種
類
に
よ
っ
て
は
病
原
細
菌
が
耐
性
を
獲

得
し
や
す
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
注
意
が
十
分
必
要
で
、
乱
用

す
れ
ば
ど
の
薬
剤
も
効
果
を
一ホ
さ
な
く
な

研

修

を

私
は
、
青
森
県
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
サ
ン
タ
カ
タ
リ
1
ナ
州
か
ら
青

森
県
の
海
外
技
術
研
修
員
の

一員
と
し
て
、

州
政
府
の
推
薦
を
う
け
、
水
産
増
養
殖
の

技
術
研
修
の
た
め
、
昨
年
七
月
に
青
森
県

水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
に
ま
い
り
ま
し
た
。

簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。

年
令
は
三
五
才
で
、
州
政
府
の
水
産
技
術

畑
の
理
事
を
つ
と
め
な
が
ら
、
ブ
ル
メ
ナ

ワ
大
学
の
生
物
学
の
教
官
も
兼
任
し
て
い

ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
サ
ン
タ
カ
タ
リ

1
ナ

州
は
、
人
口
約
二
一O
O万
人
、
水
産
関
係

従
事
者
は
約
四
万
人
い
ま
す
。
水
産
の
ワ
ェ

l
ト
は
や
や
高
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
第
二

位
の
漁
獲
量
を
占
め
、

一
九
八
六
年
に
は

約
十
一
万
ト
ン
程
度
で
あ
り
、
会
社
組
織

戸園、

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
乙
と
か
ら
、
魚
病
が
発
生
し
た

場
合
、
む
や
み
に
薬
剤
投
与
は
行
わ
ず
、

当
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
、
魚
病
指
導
総
合

指
導
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
助
一
言
を
受
け

て
対
処
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

終

え

て

サ
ン
タ
カ
タ
リ

l
ナ
州

D
・
フ
ル
タ

l
ド
・

F

に
よ
る
水
湯
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

主
な
漁
獲
物
は
、
イ
ワ
シ
、
カ
ツ
オ
、
ア

ジ
、
ボ
一フ
、
サ
バ
、

ニ
ベ
、
サ
メ
、
ェ
ビ

類
で
す
。
エ
ビ
は
日
本
へ
も
輸
出
し
て
い

ま
す
。増
養
殖
の
状
況
は
、
淡
水
で
は
コ
イ
、

ニ
ジ
マ
ス
、
エ
ピ
な
ど
で
す
。
海
水
で
は

エ
ビ
を
研
究
中
で
す
が
、
現
在
は
淡
水
エ

ビ
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
ェ
ヒ
、
ホ
タ
テ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど

海
面
増
養
殖
に
手
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
加
工
面
で
は
、
コ
イ
魚
肉
を
使
っ

た
フ
ィ
ッ
シ
ュ

・
パ
l
ガ
ー
を
研
究
中
で

す
。
水
産
食
品
は
、
日
本
の
よ
う
に
種
類

が
多
く
な
く
て
、
あ
ま
り
美
味
し
く
な
く
、

日
本
の
新
し
い
技
術
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
の
水
産
増
養
殖

，由民、

学
(
海
面
)
の
援
も
高
度
な
和
学
の
結
果

宇
佐
勉
強
し
、
そ
し
て
親
し
く
各
地
の
水
産

施
設
を
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
ン
タ
カ
タ
リ
l
ナ
州
へ
大
き
な
好
意

宇
佐
寄
せ
ら
れ
、
乙
の
研
修
の
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
花
村
知
事
を
は
じ
め
、
県
庁

の
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
や
漁
協
お
よ

び
水
産
関
係
の
方
々
の
ご
愛
顧
に
対
し
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
は
青
森
で
過
ご
し
た
と
と
の
良
い
想

い
出
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
乙
の
日
本

で
の
依
験
が
私
の
将
来
展
望
を
遥
か
に
越

え
て
し
ま
う
程
に
、
私
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
人
生
に
お
い
て
、
新
し
い
局
面
が

聞
け
た
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
は
九
ヶ
月
の
研
修
期
間
中
の

勉
強
や
友
人
関
係
、
そ
し
て
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
誠
実
、
そ
し
て

優
れ
た
才
能
な
ど
の
素
性
を
知
る
喜
び
を

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
仕
事
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
個
人

的
な
面
に
お
い
て
も
友
好
関
係
を
大
切
に

す
る
乙
と
が
で
き
た
と
信
じ
ま
す
。

サ
ン
タ
カ
タ
リ
l
ナ
州
へ
帰
り
ま
し
た

ら
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
青
森
県
と
の
友
好

親
善
増
進
の
た
め
に
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。ど
う
も
有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


